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６．その他

次回開催日程等について

月 日（ ）

７．閉 会



新市建設計画策定検討小委員会委員事務局名簿
委 員

氏 名 所 属 備 考

藤 永 知 宏 打 田 町
ふ じ な が と も ひ ろ

増 田 敏 郎 粉 河 町
ま す だ と し お

５町の助役

(２号委員) 委 員 長丸 井 幸 次 那 賀 町
ま る い こ う じ

千 田 弘 桃 山 町
せ ん だ ひ ろ む

武 部 善 次 貴志川町
た け べ ぜ ん じ

副 委 員 長上 野 富 一 打 田 町
う え の と み か ず

松 井 信 雄 粉 河 町５町の町が協議
ま つ い の ぶ お

して定めた学識

岡 田 邦 夫 那 賀 町経験を有する者
お か だ く に お

(５号委員)

宇 田 寛 桃 山 町
う だ ひ ろ し

河 上 泰 三 貴志川町
か わ か み た い ぞ う

事務局職員
氏 名 所 属 備 考

事 務 局 長 黒 田 敏 弘 那 賀 町

事 務 局 次 長 奥 谷 敏 夫 粉 河 町

事 務 局 参 与 小 島 大 和 歌 山 県

総 務 課 長 栗 山 房 大 桃 山 町

調 整 課 長 狭 間 秋 友 貴 志 川 町

計 画 課 長 岩 坪 純 司 打 田 町 総 括

計画課課長補佐 今 城 崇 光 桃 山 町 計画全般担当

計画課課長補佐 杉 本 太 那 賀 町 財政計画担当



 
◇新市建設計画策定検討小委員会における意見及び対応状況について◇ 

〔平成１６年７月１６日（金）開催分〕 
 
  該当項目          ご意見・ご指摘  考え方・対応 

の方向等

 

新市建設計画 
基本計画（まち

づくり施策・主

要事業）につい

て 

「新市発展プロジェクト（まちづくり施策・主要事業）」の基本
的な考え方について 
 

・武部委員 
 「後の方法で」という部分をもう少し、簡単に説明ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「まちづくりの分野別・主要事業」検討事項１について 
 
・ 河上委員 
大項目等については短くて簡単なほうが良いと思います。 
また、基本的な考え方を主要施策に対比し、繋げていかなくて
も良いのではないでしょうか。基本的な考え方は全体に関わっ
ていくものなので、同じ言葉が何度も出てくるようなつなぎ方
は良くないと思います。資料等全体的にもっと簡潔にわかりや
すいほうがいいと思います。 

 
・ 丸井委員長 
具体的な事業を考えなければならなくなった場合、まとめてい
くためには、やはり位置づけや関連付けが必要になってくると
思います。 

 
・ 武部委員 
表現についてはわかりやすいほうがいいと思います。 
 

・ 宇田委員 
記述例のとおりでいいと思います。 
 

・ 岡田委員 
記述例を（ ）書きにし、両方を書けばいいと思います。 
別に両方書いても良いのではないでしょうか。その方が行政側
も一般の方もわかりやすくて良いと思います。 
 

・ 丸井委員長 
それでは、（ ）書きで入れていくことにします。 
 
 
検討事項２、３及び４については事務局案で可決 

 
 
・ 丸井委員長 
今後具体的な施策のとりまとめを進めていかなければならな
いため、月１回の小委員会ではまとめるのが困難なので月２
～３回開催する場合もありますが、ご了解下さい。 
 
 
 
 

 

 
 
 
・前者は新市発展プ
ロジェクトを分野
別・主要事業の前に
特出しするという
ことで、後者は分野
別事業に埋め込む
方法です。後者のほ
うがいいのではと
考えます。 
 
 
 
 
・基本的な考え方と
施策の関わりをは
っきりしておくた
めにこういう表現
にしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




